
 

 

 

 

 

 

 

令和８年度川崎市職員採用ＰＲ業務委託 

公募型プロポーザル募集要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市人事委員会事務局任用課 

 



１ 目的 

現在、官民を問わず全国的な人手不足が深刻であり、本市の職員採用試験の受験者数も大幅に減少す

るなど危機的な状況である。これまでも受験者確保に向けた広報活動を行ってきたが、受験者数の減

少に歯止めをかけるため、川崎市職員として働くことの魅力をより幅広い層に向けて発信することで、

川崎市を第一志望とする受験者の増加に加え、将来の受験者層にも本市で働くことへの興味関心を引

き出し、今後の採用ＰＲ活動を引き続き効果的かつ効率的に行うことを目的とする。 

 

２ 件名 

令和８年度川崎市職員採用ＰＲ業務委託 

 

３ 委託内容 

（１） 職員採用活動に関連したＰＲコンサルティング業務 

（２） 事業実施後の効果検証 

（３） 採用イベント広報用チラシの企画・立案・デザイン制作・作製 

（４） 広報動画の制作 

（５） ソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）広告、屋外広告、交通広告等、各種広告の出稿 

（６） 川崎市オウンドメディア（Web サイト、Ｘ等）を活用した広報への助言・提案 

（７） 定期的な活動実績報告業務の実施 

（８） 委託業務の実施体制の構築 

※詳細は「令和８年度川崎市職員採用 PR 業務委託仕様書」を参照 

 

４ 契約期間 

契約締結時から令和９年３月 31 日まで 

 

５ 事業規模（委託料概算金額） 

19,590,000 円（消費税額及び地方消費税額を含む。） 

※受注者が業務を遂行するにあたり必要となる経費は、契約金額に含まれるものとし、発注者 

は、契約金額以外の費用を負担しない。 

 

６ 選定方法 

公募型プロポーザル方式による提案審査 

 

７ 担当部署（書類提出場所及び問合せ先） 

部署 人事委員会事務局任用課 

所在地 〒210-0006 川崎市川崎区砂子 1丁目 8番地 9 川崎御幸ビル 8階 

電話番号 044-200-3343、044-222-6449（FAX） 

電子メール 94ninyo@city.kawasaki.jp 

受付時間 午前８時３０分から午後５時１５分（閉庁日及び正午から午後 1時までを除く） 

８ 履行場所 

川崎市人事委員会事務局任用課ほか 



９ プロポーザルに関する日程（予定） 

募集開始 令和８年２月 ３日（火） 

参加意向申出書提出締切 令和８年２月１７日（火）午後５時必着 

提案資格確認結果通知書送付 令和８年２月２０日（金） 

質問提出締切 令和８年２月２６日（木）午後５時必着 

質問回答 令和８年３月 ４日（水） 

企画提案書等の提出締切 令和８年３月１３日（金）午後５時必着 

プロポーザル評価委員会の開催 令和８年３月２３日（月）予定 

審査結果発表及び通知 令和８年３月２６日（木）以降 

 

10 参加者の資格要件 

（１） 自治体・公共団体・民間企業等における広報業務に関する実績またはノウハウがある者。 

（２） 川崎市契約規則（昭和３９年川崎市規則第２８号）第２条の規定に基づく資格停止期間中でない

こと。 

（３） 川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。 

（４） 令和７・８年度川崎市業務委託有資格業者名簿において、業種（９９その他業務）・種目（０８

広告代理店又は９９その他）に登録されていること（ただし、参加意向申出書提出時において業者

登録申請中の場合、プロポーザル評価委員会（令和８年３月２３日（月）予定） までに業者登録

されることを条件に、当該事項を満たしているものとします。）。 

（５） 次の条件を全て満たしていること。  

ア  会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更正手続開始の申立がなされていない者又

は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立がなされていない者 

イ  応募者又はその代表者が市民税、法人税、消費税及び地方消費税を滞納していない者 

ウ  川崎市暴力団排除条例（平成２４年川崎市条例第５号）第７条に規定する暴力団員等、暴力団

経営支配法人等又は暴力団員等と密接な関係を有することのない者 

エ  神奈川県暴力団排除条例（平成２２年神奈川県条例第７５号）第２３条第１項又は第２項の規

定に違反しない者 

 

11 応募手続 

（１） 参加意向申出書の提出 

ア 提出期限：令和８年２月１７日（火）午後５時まで 

イ 受付場所：７の担当部署（書類提出場所及び問合せ先）と同じ 

ウ 提出書類： 参加意向申出書（第１号様式） 

10（１）の資格を有することがわかる資料（任意様式） 

エ 提出方法：郵送又は持参 ※郵送の場合は書留郵便等の配達した記録が残るもの 

 

（２） 提案資格確認結果通知書の送付 

「参加意向申出書（第１号様式）」を提出した者には、資格の有無を確認し、令和８年２月２０

日（金）までに電子メールで「提案資格確認結果通知書（第２号様式）」を送付します。 



（３） 質問の提出・回答 

ア 提出期限：令和８年２月２６日（木）午後５時まで 

イ 提出場所：７の担当部署（書類提出場所及び問合せ先）と同じ 

ウ 提出方法：質問書（任意様式）により電子メールにて提出する。 

エ 回答方法：提出期限までに寄せられた質問及びそれに対する回答については、令和８年３月４日

（水）までに参加資格のある者全員に対して電子メールにて送信する。 

※ 質問を提出した事業者名は公表せず、全ての質問と回答を公表します。  

※ 質問への回答は、本募集要領と一体のものとして同等の効力を有するものとします。  

※ 意見の表明と解されるもの、審査内容に関わるもの等については、回答しないことがあります。 

 

（４） 企画提案書等の提出 

ア  提出書類 

（ア） 企画提案書（Ａ４判縦横どちらでも可。５ページ以上２０ページ以内。）…９部 

 必須記載事項 

a 効果的な広報展開の企画・提案 

b 仕様書「４ 委託業務の内容」に定める事業の具体的な実施手法 

c 本業務を実施する人員体制及び役割分担 

d 業務スケジュール 

e 業務実績 

（イ） 見積書（原本）…１部 

（ウ） 見積書（写し）…８部 

※見積書は総額、内訳等を記載すること。 

イ  提出期限：令和８年３月１３日（金）午後５時まで 

ウ  提出場所：７の担当部署（書類提出場所及び問合せ先）と同じ 

エ  提出方法：郵送又は持参 ※郵送の場合は書留郵便等の配達した記録が残るもの 

オ  企画提案書等の取扱い 

（ア） 提出された企画提案書等の返却は行わない。 

（イ） 受付後は、企画提案書等の差替え、変更又は追加は不可とする。 

（ウ） 企画提案書等は、あくまでも本業務の委託にあたり知識、経験等があるかどうかを見る 

資料であり、企画提案書に記載の内容は尊重するが、全ての提案内容が契約に反映される 

とは限らない。 

（エ） 企画提案書の受領後、発注者が必要あると判断した場合には補足資料を求めることが 

ある。 

 

12 プロポーザル評価委員会 

（１） 開催概要（予定） 

ア 日時：令和８年３月２３日（月）（時間は、後日、参加資格のある者に連絡する。） 

イ 会場：川崎市役所本庁舎会議室（詳細な場所は、後日、参加資格のある者に連絡する。） 

ウ 内容：企画提案書に基づき、プレゼンテーションを１５分以内、質疑応答を１５分以内で行う。 



※契約後に本業務に中心として携わる人が企画提案書の作成及びプレゼンテーションに参加し

てください。なお、出席者は３名以内とします。 

※プロジェクター、モニター等はありません。  

エ 提案者が多数見込まれる場合の措置 

企画提案書の提出者が５者以上あり、受託者の特定に著しい支障が生じると認められる場合は、

プロポーザル評価委員会において、企画提案書等の内容について、選定評価基準（第５号様式）に

より事前書類審査を行い、上位４者が企画提案会で審査・評価を受けることができるものとする。

なお、事前書類審査を行わなかった場合は通知しない。 

 

（２） 評価基準 

評価項目 配点 

１ 理解度 ５ 

仕様書の主旨に沿い、事業目的を十分に理解した企画提案書となっているか。 ５ 

２ 企画の視点 １０ 

受験者属性別（新卒・既卒の別や職種の別等）の就職動向を的確に把握し、川崎市採用

に係る課題を捉え、令和７年度に実施した採用 PR業務を踏まえた企画となっているか。 
１０ 

３ 企画作成力 ５５ 

（１）職員採用活動に関連した PR コンサルティング業務 

１０ 市職員の魅力の発信や、受験者らの受験意欲の向上に寄与する、効果的・効率的な企画

となっているか。 

（２）採用イベント広報用チラシの企画・立案・デザイン制作・作製 

１０ 受験者層のトレンドなどを把握した上で、複数の広報イベントで使用することが出来る

広報物の企画となっているか。 

（３）広報動画の制作 

１０ 
令和７年度に実施した採用広報事業の内容を踏まえつつ、川崎市職員の仕事内容や魅

力が伝わり、様々なターゲット層に対して「川崎市で職員として働きたい」という気持

ちを想起させるような演出、撮影方法の企画となっているか。 

（４）ソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）広告、屋外広告、交通広告等、各種

広告の出稿 
１０ 

仕様書で指定する広報手段を踏まえ、各広報物に応じて多くの受験者層に届くような広

報媒体の使い分け、時期やエリアの選定などが、効果的・効率的な企画となっているか。 

（５）川崎市オウンドメディア（Web サイト、Ｘ等）を活用した広報への提案・助言 

１０ 多くの受験者層に届くような広報媒体の使い分け、掲載時期やコンテンツの活用方法な

どが、効果的・効率的な提案内容となっているか。 

（６）事業実施後の効果検証 
５ 

令和９年度以降の効果的な広報に繋げるための効果検証体制が構築されているか。 



４ 創意工夫 １０ 

 ・企画に独創性があり、新たな視点で捉えた斬新な企画となっているか。 

・要求仕様書に記載されていない独自の提案や、独創的な工夫がなされているか。 
１０ 

５ 企画実行力 １０ 

 ・企画の実行性や現実性がある提案となっているか。 

・企画内容に見合った適正な見積金額となっているか。 
１０ 

６ 実施体制及び役割分担 ５ 

 ・本事業に向けて適切な対応体制が示され、市側と受注者側の役割分担が明確か。 

・履行期限までに業務が完了するような具体的なスケジュールとなっているか。 
５ 

７ 業務実績 ５ 

 本業務と同様の業務実績が十分であるか。また、その内容が優れているか。 ５ 

※合計点が同点の場合は、「企画作成力」の得点で、「企画作成力」も同点の場合は、見積金額の少ない

者を選定します。  

※全委員の評価点を平均した点数が 60点に達しない事業者は、受託者として特定しないこととします。 

 

13 結果通知 

プロポーザル評価委員会での評価及び選定業者候補が人事委員会事務局指名業者選定等委員会にて

承認された後、全ての提案者に結果通知書（第４号様式）を送付するものとする。 

（１） 通知日：令和８年３月２６日（木）以降 

（２） 通知方法等 

ア 電子メールにより全ての提案者に通知する。  

イ 電話・電子メール等での問合せには一切応じないものとする。  

ウ 選考の内容についての問合せには一切応じないものとする。 

 

14 契約手続等 

結果の通知後、本市と具体的な事業内容を協議した上で、当該業務の仕様書に基づく見積書を聴取

し、委託契約を締結する。なお、受託予定者との協議が不調となった場合は、次点者を随意契約の協議

の相手方とする。  

（１） 契約保証金は、川崎市契約規則第３３条５号に基づき免除とする。 

（２） 前払金       否 

（３） 契約書の作成  要 

（４） 当該発注に関する一切の手続きは日本語にて行うこととし、使用する通貨は円とし、契約書を作

成する。 

（５） 当該落札決定の効果は、川崎市議会定例会における、本調達に係る予算の議決（令和８年３月頃）

を要します。 

 

15 その他 

  参加意向申出書を提出した後に辞退する際には、辞退届（第６号様式）を提出すること。 


